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社会から求められる「いい会社」に投資

2018.01.25

鎌倉投信 取締役・資産運用部長 新井和宏氏

投資判断の基準は「いい会社」であるかどうか。金融の力で社会課題の解決に挑む。

――社会から求められる「いい会社」に長期で投資をする投資信託「結い2101」の運用を開始してから7年です。どのような
成果がありましたか。

神奈川県鎌倉市にある古民家が本社。日本の良さが実感できる社屋で働く（写真：鈴木 愛子）

新井：おかげでお客さまは1万7000人を超え、運用額はもうすぐ300億円になります。この間、ホームページなどを除き広告
宣伝費をほとんど計上したことがありません。つまり口コミでお客さまが集まってくれたわけです。

事業性と社会性の両立をめざす会社、社会課題を解決する会社を応援する仕組みをつくるというのは、当初はなかなか理
解を得られませんでした。はたから見たら無謀な挑戦が成立したのは、やはり社会がそれを求めていたからでしょう。今では
ESG（環境・社会・ガバナンス）投資に注目が集まるようになりました。ようやく僕らの存在を認めてもらえる時代になったのか
なと感じています。

「結い」とは、みんなで何かをすることです。僕らはお客さまと一緒に22世紀をどうやってつくっていくのかにチャレンジして
います。「お金だけの関係性にしない」というのが、僕らのテーマです。お金だけの関係性になると、人は一番もうかることに
しか興味がなくなってしまいます。それは不自然なことで、社会が成り立たなくなってしまいます。世の中にはすぐにもうかる
ものと、地域や社会との信頼関係といったすぐにはもうけにつながらないけれど大切なものがあります。それをどうバランスさ
せるかがチャレンジだと思っています。

お客さまが投じたお金が「いい会社」を通じて社会の役に立つ。そして｢いい会社」が成長し、豊かになればお客さまの心が
豊かになる。「資産の形成」「社会の形成」「心の形成」をかけ合わせたものが、投資の果実としての「幸せ」というリターンに
なって還元される。これが僕らの考えるリターンの定義です。
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――2101は22世紀の最初の年を指すんですね。

新井：今生きている人は、きっとみんな生きてないですよね。僕らがつくりたい社会を、次の世代につないでいくための枠組
みです。

「鎌倉投信ファミリー」になりたい

――投資先の企業の人がメガバンクの人から「結い2101の投資先に選ばれてよかったですね」と言われたエピソードが書
籍で紹介されています。鎌倉投信が投資先に選んだことで、その企業の信用力が高まるということですね。

新井：僕らのゴールは、株式を上場する以外の選択肢を企業に提供できる存在になることです。上場しないと資金調達でき
ないという環境を変えていけば、金融業として社会的な意義が出てくるのではないかと考えています。

（投資先の1つである）日本環境設計の岩元美智彦会長は、「鎌倉投信ファミリーになれてうれしい」と言ってくれました。日
本環境設計には大手のベンチャーキャピタルが投資しているので、うちからの投資を受けなくてもよいはずなのに。それが
僕らのバリューではないかと考えています。

――「いい会社」に投資するといっても、株価の予測はしないし、「経営者に資質があれば数字は後から付いてくる」と言い
切っています。そんな丼勘定で大丈夫なのですか。

新井：それについては、結果の数字を見ていただくしかありません。2013年には、格付投資情報センターが運用効率の高
い投資信託を表彰する「R&Iファンド大賞2013」の国内株式型部門で最優秀ファンド賞に選ばれました。翌年も優秀ファンド
賞に選ばれています。社会に求められる会社に投資することでリターンを上げられる時代になったことを示しているのでは
ないでしょうか。

――投資して失敗したことはないのですか。

新井：当然あります。「いい会社」は、会社の大小に関係なく存在しますし、特にうちはベンチャー企業に投資する機会が多
いですから。現在、61社に投資していますが、他社に買収されたケースも含めてこれまでに投資先からはずれた会社が6、
7社あります。

日本でなぜベンチャー企業に資金が回らないのかというと、投資家が失敗したくないからです。投資先が倒産したりすると
不安になるので、大企業に投資をする。しかし分散投資している複数の会社が全体として利益を上げればよいのです。

中には価値が半分になったり、ゼロになったりする企業もありますが、倍になっている企業の方が多ければ全体のリターン
は高まります。全体としてお客さまに利益をお返しし、自分たちがめざそうとする社会に近づいているのであれば、多少の失
敗はあってもいいと思っています。
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「いい会社」は数値化できない… 続きを読む
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